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なぜ今、観光による地方創生か

新
・
湯
治
の
在
り
方
探
る

環
境
省
が
初
の
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
宿
泊
協
会
を
設
立

大
手
仲
介
業
が
参
加
　
違
法
民
泊
排
除
へ

免税店

臨
時
出
店
手
続
き
簡
素
化

税
制
改
正
　


年
７
月
に
開
始

年総・大会日程
観光関連団体

　
私
は

年
近
く
観
光
領
域
で

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、今
ほ
ど
観
光
が
注
目
さ
れ
、

脚
光
を
浴
び
て
い
る
時
期
を
記

憶
し
て
い
な
い
。国
の
掛
け
声

の
下
、各
地
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

へ
の
取
り
組
み
も
大
き
く
進
ん

だ
。た
だ
、こ
の

年
、観
光
振

興（
交
流
人
口
の
増
加
）が
地
域

に
お
い
て
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
も
事
実
。

　
よ
そ
者
の
流
入
に
よ
る
治
安

や
環
境
の
悪
化
、静
か
な
生
活

に
対
す
る
脅
威
か
ら
、観
光
は

一
部
の
観
光
関
連
事
業
者（
宿

や
土
産
業
者
）の
ビ
ジ
ネ
ス
に

過
ぎ
ず
、地
域
全
体
で
取
り
組

む
も
の
と
い
う
意
識
は
低
い
レ

ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、少
子
高
齢
化
、地
域

経
済
の
衰
退
が
い
よ
い
よ
待
っ

た
な
し
の
状
況
と
な
り
、観
光

産
業
の
経
済
効
果
、雇
用
効
果

へ
の
期
待
か
ら
、観
光
を
地
方

創
生
の
切
り
札
と
し
て
捉
え
る

自
治
体
が
増
え
て
き
た
。政
策

と
し
て
中
心
に
据
え
る
た
め
に

も
地
域
全
体
に
歓
迎
さ
れ
る
観

光
振
興
を
実
現
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
。「
住
ん
で
よ
し
訪

れ
て
よ
し
」は
観
光
に
よ
る
地

方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　
で
は
観
光
振
興（
交
流
人
口

の
増
加
）が
地
域
に
も
た
ら
す

メ
リ
ッ
ト
は
何
な
の
か
。五
つ

ほ
ど
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
は
域
内
の
売
り
上
げ
・

利
益
の
増
加
。消
費
人
口
の
減

少
を
交
流
人
口
で
ま
か
な
い
、

し
っ
か
り
と
稼
ぐ
、も
う
け
る

こ
と
で
地
域
の
永
続
的
な
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
二
つ
目
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
。交
流
人
口
の
増
加
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
事
業
者
や
個
人

が
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
出
そ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
が
増
え
る
。域
内
外
か

ら
の
投
資
も
期
待
で
き
る
だ
ろ

う
。

　
三
つ
目
は
交
通
や
通
信
と
い

っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

進
む
こ
と
。新
し
い
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ジ
ャ
ー
施

設
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

観
光
客
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民

に
と
っ
て
も
生
活
の
利
便
性
が

高
ま
っ
た
り
、豊
か
な
暮
ら
し

が
実
現
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。

　
四
つ
目
は
地
域
の
伝
統
・
文

化
・
産
業
・
自
然
景
観
の
保
護
保

全
へ
の
意
識
が
上
が
り
、活
動

が
盛
ん
に
な
る
こ
と
。実
際
、老

朽
化
に
よ
っ
て
取
り
壊
し
が
検

討
さ
れ
て
い
た
地
域
の
伝
統
的

建
造
物
が
、観
光
資
源
と
し
て

蘇
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
例
も

耳
に
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、住
民
の
地
元
意
識
、

郷
土
愛
の
高
ま
り
、い
わ
ゆ
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
で

あ
る
。観
光
地
と
し
て
評
価
が

高
ま
り
、多
く
の
観
光
客
に
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、こ
の
地

に
生
ま
れ
た
こ
と
、住
ん
で
い

る
こ
と
へ
の
誇
り
が
生
ま
れ
、

地
域
の
一
体
感
が
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
は
ま
さ
に
地
方
創
生
の

目
指
す
と
こ
ろ
だ
。ま
た
、域
外

か
ら
の
訪
問
者（
特
に
外
国
人
）

と
の
交
流
に
よ
っ
て
、高
齢
者

が
い
き
が
い
を
見
つ
け
た
り
、

新
し
い
文
化
が
芽
生
え
た
り
と

い
う
利
点
に
つ
い
て
も
報
告
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、観
光
振
興
が

地
域
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は

「
経
済
面
」に
と
ど
ま
ら
ず
、住

民
の
心
や
暮
ら
し
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
も
の
で
、地
域
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
テ

ー
マ
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
を
担

う
私
た
ち
の
よ
う
な
組
織
は
、

域
内
で
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
説
い
て
、多
く
の
理
解
者
・
協

力
者
を
得
て
、地
域
一
体
で
地

方
創
生
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

　（
せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構

事
業
本
部
長
）

　
む
ら
は
し
　
か
つ
の
り
＝
早

大
法
卒
。１
９
８
７
年
リ
ク
ル

ー
ト
入
社
。国
内
旅
行
事
業
部

長
、リ
ク
ル
ー
ト
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
執
行
役

員
な
ど
を
経
て
、２
０
１
６
年

せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構
事
業

本
部
長
就
任
。
歳
。　
　

　
※
村
橋
氏
の
コ
ラ
ム
は
隔
週

で
掲
載
し
ま
す
。
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住
宅
宿
泊
事
業
（
民
泊
）
を
推
進
す
る
業
界
団
体
の
設
立
が
決
ま
っ
た
。
設
立
準

備
会
に
参
加
し
て
い
た
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
宿
泊
仲
介
業

者
な
ど
９
社
が

月

日
、
定
款
な
ど
に
合
意
し
、
２
０
１
９
年
１
月
に
「
一
般
社

団
法
人
住
宅
宿
泊
協
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
協
会
の
目
的
に
は
、
違

法
民
泊
の
排
除
、
民
泊
の
健
全
な
発
展
を
掲
げ
た
。
初
年
度
は
仲
介
業
者
間
の
情
報

交
換
、
政
府
や
自
治
体
な
ど
へ
の
政
策
提
言
を
中
心
に
活
動
す
る
。

草
津
の
取
り
組
み
を
説
明
す

る
中
沢
氏

　
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
温
泉
地
で
の
過
ご

し
方
「
新
・
湯
治
」
を
推
進

し
て
い
る
環
境
省
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
都
内
で
初
め
て
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
草
津
温

泉
（
群
馬
）
な
ど
に
よ
る
湯

治
の
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。

観
光
関
係
者
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
『
チ

ー
ム
新
・
湯
治
』
セ
ミ
ナ
ー

～
温
泉
地
で
の
イ
マ
ド
キ
の

湯
治
を
考
え
る
」
。
草
津
温

泉
観
光
協
会
の
中
沢
敬
会

長
、
サ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
宿

湯
治
柳
屋
（
大
分
）
の
橋
本

栄
子
代
表
取
締
役
、
観
音
温

泉
（
静
岡
）
の
鈴
木
和
江
社

長
が
講
演
し
た
。

　
同
省
は
新
・
湯
治
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
企
業
や
団
体
な

ど
を
「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」

と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し

て
い
る
が
、

年

月
末
現

在
の
チ
ー
ム
員
は
１
７
７
件

（
自
治
体

、
観
光
協
会
・

温
泉
協
会

、
旅
館
・
ホ
テ

ル

、
団
体

、
企
業

、

個
人

）
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
あ
い
さ

つ
し
た
勝
俣
孝
明
政
務
官
は

「
湯
治
と
い
え
ば
、
昔
は
病

気
や
傷
な
ど
を
治
す
た
め
に

入
る
と
い
う
捉
え
方
だ
っ
た

が
、
最
近
は
予
防
医
療
の
観

点
か
ら
湯
治
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
」
と
述
べ
、

新
・
湯
治
の
意
義
を
強
調
。

　
中
沢
氏
は
草
津
温
泉
で
長

期
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め

「
３
日
湯
、
５
日
湯
」
の
提

案
と
と
も
に
、
仕
事
を
リ
タ

イ
ア
し
た
人
が
第
二
の
人
生

を
健
康
的
に
楽
し
む
街
と
し

て
米
国
か
ら
生
ま
れ
た
概
念

で
あ
る
「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
コ
ン

テ
ィ
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
ケ
ア

・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
）
」
の
研
究
が
課

題
と
述
べ
た
。

　
同
省
は
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー

を
１
月
下
旬
に
開
催
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
、
周
辺
の
自
然
環
境
や
歴
史
、
文

化
、
食
を
生
か
し
た
湯
治
の
新
た
な
在
り
方
を
提
案
、
推

進
し
て
い
く
。【
内
井
高
弘
】

　
２
０
１
９
年
度
税
制
改
正

で
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向

け
の
消
費
税
免
税
店
の
臨
時

出
店
の
新
制
度
が
創
設
さ
れ

る
。
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど

に
出
店
す
る
場
合
、
簡
素
な

手
続
き
で
免
税
販
売
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

年

７
月
１
日
に
開
始
予
定
。


年

月

日
に
決
ま
っ
た
与

党
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
免
税
店
の
許
可
を
す
で
に

受
け
て
い
る
事
業
者
は
、
税

務
署
に
対
す
る
簡
素
な
事
前

承
認
の
手
続
き
を
経
て
、
臨

時
の
出
店
が
可
能
に
な
る
。

臨
時
出
店
の
期
間
は
７
カ
月

以
内
。

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り

の
ほ
か
、

年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
イ

ベ
ン
ト
を
控
え
、
来
場
す
る

訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
対

し
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
の

販
売
機
会
を
増
や
し
、
消
費

を
拡
大
す
る
の
が
狙
い
。
地

方
で
の
免
税
店
数
の
増
加
な

ど
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

　
政
府
は
、
地
方
を
中
心
と

す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の

拡
大
を
重
視
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
も
消
費
税
免
税
制

度
を
順
次
改
正
し
て
き
た
。


年

月
に
消
耗
品
の
免
税

対
象
化
、

年
４
月
に
免
税

手
続
き
の
委
託
・
一
括
カ
ウ

ン
タ
ー
制
度
導
入
、

年
５

月
に
一
般
物
品
の
購
入
下
限

額
引
き
上
げ
、

年
７
月
に

一
般
物
品
と
消
耗
品
の
合
算

制
度
導
入
な
ど
を
開
始
し

た
。
さ
ら
に
免
税
販
売
に
関

す
る
手
続
き
を
電
子
化
し
、


年
４
月
に
運
用
を
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
。

　

年
４
月
１
日
現
在
、
免

税
店
数
は
全
国
に
４
万
４
６

４
６
店
。
こ
の
う
ち
三
大
都

市
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、
千

葉
、
埼
玉
、
愛
知
、
大
阪
、

京
都
、
兵
庫
の
８
都
府
県
）

以
外
の
地
方
部
に
は
１
万
７

１
１
８
店
が
所
在
し
て
い

る
。

　
▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
港
区
・
ホ
テ

ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ

　
▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
＝
総

会
６
月
４
日
、
茨
城
県
大
洗

町
・
大
洗
ホ
テ
ル
、
大
会
６

月
５
日
、
茨
城
県
水
戸
市
・

水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝
３

月

日
、
東
京
都
新
宿
区
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
＝
６
月

日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス

　
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
６
月

日
、
東
京

都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル

　
▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
３
月

日
、
東

京
都
千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
３

月

日
、
東
京
都
墨
田
区
・

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
運
輸
観
光
施
設
連
盟
＝

３
月

日
、
東
京
都
墨
田
区

・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京　
▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
６
月


日
、
東
京
都
豊
島
区
・
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月
９
日
、
東

京
都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル

　
▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月
２
日
、
東

京
都
江
東
区
・
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト

東
京

　
▽
Ｔ
―
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
協
定
連

盟
＝
４
月

日
、
東
京
都
渋

谷
区
・
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー

東
急
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
観
光
振
興
協
会
＝

６
月
７
日
、
東
京
都
港
区
・

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６
月


日
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
・

指
宿
白
水
館

　
▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
経
団
連
会
館

　
▽
全
国
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協

会
＝
３
月

日
、
東
京
都
港

区
・
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東

京　
▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
＝
３
月
７
日
、
東

京
都
文
京
区
・
ホ
テ
ル
椿
山

荘
東
京

　
▽
国
際
観
光
施
設
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス　
▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

経
団
連
会
館

　
代
表
理
事
に
は
、
百
戦
練

磨
の
上
山
康
博
社
長
、
エ
ク

ス
ペ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
ホ

ー
ム
ア
ウ
ェ
イ
の
木
村
奈
津

子
日
本
支
社
長
の
２
人
が
就

任
す
る
予
定
。
協
会
名
の
英

語
略
称
は
、
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

レ
ン
タ
ル
の
言
葉
を
用
い
て

「
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ｒ
」
と
し
た
。

　
代
表
理
事
に
就
任
予
定
の

２
社
の
代
表
の
ほ
か
、
海
外

系
、
国
内
系
を
問
わ
ず
主
要

な
民
泊
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
７
社
の
代
表
が
理
事
に
就

任
す
る
。
正
会
員
は
住
宅
宿

泊
仲
介
業
者
ま
た
は
そ
の
企

業
グ
ル
ー
プ
の
日
本
法
人
、

旅
行
業
者
と
し
て
加
盟
を
呼

び
掛
け
る
。運
営
体
制
で
は
、

事
務
局
を
置
き
、
事
務
局
員

を
配
置
す
る
予
定
。

　
協
会
設
立
の
目
的
に
は
、

①
違
法
住
宅
宿
泊
・
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
の
撲
滅
な

ど
の
「
適
正
化
」
②
住
宅
宿

泊
・
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ

ル
関
連
産
業
の
健
全
な
発
展

お
よ
び
日
本
の
観
光
産
業
全

体
の
拡
大
―
を
掲
げ
た
。

　
初
年
度
の
活
動
で
は
、
仲

介
業
者
間
の
情
報
交
換
や
勉

強
会
を
４
回
以
上
開
催
す
る

ほ
か
、
違
法
物
件
の
情
報
共

有
の
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討

す
る
。
民
泊
に
関
わ
る
制
度

の
課
題
な
ど
も
議
論
し
、
政

府
、
自
治
体
、
国
会
議
員
な

ど
へ
の
政
策
提
言
も
行
う
。

　
同
日
、
国
土
交
通
省
で
記

者
会
見
が
開
か
れ
、
設
立
準

備
会
に
参
加
し
た
９
社
の
代

表
が
そ
ろ
っ
て
登
壇
し
た
。

　
代
表
理
事
に
就
任
す
る
ホ

ー
ム
ア
ウ
ェ
イ
の
木
村
日
本

支
社
長
は
「
１
年
目
は
、
仲

介
事
業
者
に
向
け
た
活
動
、

政
策
関
係
者
に
向
け
た
活
動

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
健
全
な

市
場
の
育
成
に
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
活
動
し
て
い
く
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。
同
じ
く
代
表

理
事
に
就
任
す
る
百
戦
錬
磨

の
上
山
社
長
は
、
政
策
提
言

の
方
向
性
に
つ
い
て
「
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
あ
る
が
、
今

後
、
各
社
の
意
見
を
集
約
し

て
い
く
」
と
説
明
し
た
。

　
他
の
登
壇
者
も
協
会
活
動

を
通
じ
た
日
本
の
民
泊
事
業

の
発
展
に
期
待
の
声
を
寄
せ

た
。
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
最
高
責

任
者
（
公
共
政
策
）
の
マ
イ

ク
・
オ
ー
ギ
ル
氏
は
「
業
界

の
健
全
な
発
展
と
と
も
に
、

日
本
に
多
く
の
観
光
客
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
観
光
庁
、

関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
て

い
き
た
い
」
。
途
家
在
線
信

息
技
術
（
北
京
）
Ｃ
Ｂ
Ｏ
の

李
珍
妮
氏
は
「
協
会
の
設
立

を
通
じ
て
日
本
の
住
宅
宿
泊

事
業
の
促
進
に
努
力
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　
他
の
記
者
会
見
登
壇
者
は

次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

　
ペ
ー
タ
ー
・
Ｌ
・
ア
レ
ン

（
ア
ゴ
ダ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
　
ア
ゴ

ダ
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
マ
ネ
ー
ジ

ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
▽

翟
峰
（
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
運
営
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
▽
重
松
大
輔

（
ス
ペ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
代

表
取
締
役
）
▽
ア
ダ
ム
・
ブ

ラ
ウ
ン
ス
テ
イ
ン
（
ブ
ッ
キ

ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
　
オ
セ
ア
ニ
ア
・
北
ア

ジ
ア
地
区
統
括
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
▽
太
田

宗
克
（
楽
天
ラ
イ
フ
ル
ス
テ

イ
代
表
取
締
役
）

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】


